
事故・災害
Natural Disasters and Their Damages

　

2
0
1
4
年
8
月
に

相
次
い
で
来
襲
し
た
台

風
第
12
号
と
同
第
11
号

で
は
西
日
本
か
ら
北
日

本
ま
で
の
広
い
範
囲
で

猛
烈
な
大
雨
と
な
り
、全

国
で
6
名
の
死
者
、
約

6
0
0
0
棟
の
浸
水
被

害
を
も
た
ら
し
た（

1
（

。中
で

も
高
知
県
と
徳
島
県
で

は
8
月
1
日
か
ら
10
日

の
間
に
多
い
と
こ
ろ
で

2
0
0
0
㎜
を
超
え
る

降
雨
量
を
記
録
し
、各
地

で
河
川
氾
濫
や
内
水
被

害
が
頻
発
し
た
。土
木
学

会
水
工
学
委
員
会
と
同

四
国
支
部
で
は
深
刻
な

被
害
状
況
を
鑑
み
、
合
同
調
査
団（
団
員
28

名
、団
長
：
徳
島
大
学 

中
野 

晋
）を
結
成
し

て
、こ
の
災
害
に
対
す
る
緊
急
調
査
を
開
始

し
た
。本
稿
で
は
徳
島
県
内
の
被
害
状
況
に

つ
い
て
報
告
す
る
。

大
雨
の
状
況
と
被
害
概
要

　

徳
島
地
方
気
象
台
（
2
（

の
報
告
に
よ
る
と
、8

月
1
日
11
時
か
ら
8
月
10
日
24
時
ま
で
の
徳

島
県
内
で
の
総
降
水
量
は
上
勝
町
福
原
旭
で

1
5
1
0
㎜
、
那
賀
町
木
頭
で
1
3
3
0
㎜

と
県
南
部
を
中
心
に
猛
烈
な
雨
と
な
っ
た
ほ

か
、徳
島
市
で
も
9
9
2
㎜
の
記
録
的
な
大

雨
と
な
っ
て
い
る
。徳
島
県
）
（、
2
（

の
ま
と
め
に
よ

る
と
県
内
の
被
害
は
死
者
1
名
、軽
傷
1
名

の
人
的
被
害
と
全
壊
1
棟
、一
部
損
壊
1（
棟
、

床
上
浸
水
6
8
9
棟
、
床
下
浸
水
1
5
9
3

棟
で
あ
る
。

台
風
第
12
号
に
よ
る

浸
水
被
害
の
発
生
状
況

　

台
風
第
12
号
で
は
吉
野
川
上
流
域
で
あ
る

高
知
県
中
央
部
で
1
0
0
0
～
1
3
0
0

㎜
、
徳
島
県
南
部
で
6
0
0
～
7
0
0
㎜

の
雨
と
な
り
、県
西
部
の
吉
野
川
や
県
南
部

の
海か
い
ふ
が
わ

部
川
、宍し
し
く
い
が
わ

喰
川
、福
井
川
、桑
野
川
周
辺

で
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。
ま
た
、
美み

馬ま

市

の
吉
野
川
河
川
敷
の
建
設
現
場
で
大
手
建
設

会
社
の
現
場
責
任
者
が
資
材
撤
去
の
際
に
流

さ
れ
て
死
亡
し
て
い
る
。阿
南
市
に
次
い
で

床
上
・
床
下
浸
水
棟
数
が
多
か
っ
た
海
陽
町

宍
喰
地
区
で
の
調
査
結
果
を
図
1
に
示
す
。

宍
喰
川
の
日
比
原
水
位
局
で
は
は
ん
濫
危
険

水
位
（
・
10
ｍ
（
T
．P
．5
・
5（
ｍ
）を
8

月
2
日
1（
時
～
19
時
の
6
時
間
に
わ
た
っ
て

超
過
し
、15
時
50
分
に
は
こ
れ
を
1
・
5
ｍ

図1　宍喰川周辺の浸水状況
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台
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第
12
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お
よ
び
第
11
号
に
伴
う

大
雨
に
よ
る
徳
島
県
内
の
被
害
状
況
（
速
報
）

D
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上
回
る
4
・
64
ｍ
（
T
．P
．7
・
07
ｍ
）の

水
位
を
記
録
し
た
。住
家
の
浸
水
被
害
が
多

か
っ
た
の
は
宍
喰
川
河
口
部
の
海
陽
町
宍
喰

浦
と
同
久
保
で
、最
大
約
1
ｍ
の
湛
水
に
よ

り
、
約
2
0
0
棟
の
床
上
・
床
下
被
害
が
発

生
し
た
。
宍
喰
川
の
水
位
が
高
く
な
り
、
支

流
の
久
保
川
か
ら
の
排
水
が
で
き
な
く
な
っ

た
た
め
、内
水
被
害
が
広
が
っ
た
と
み
ら
れ

る
。
な
お
、
宍
喰
で
の
総
降
水
量
は
6
9
0

㎜
、
最
大
時
間
雨
量
は
1
1
2
㎜
で
あ
る
。

海
陽
町
宍
喰
浦
で
の
浸
水
位
は
2
・
7
～

2
・
8
ｍ
（
T
．P
．）、
海
陽
町
久
保
で
の

浸
水
位
は
（
・
7
～
（
・
8
m（
T
．P
．）

で
あ
り
、い
ず
れ
も
本
川
の
宍
喰
水
位
局
の

最
高
水
位
4
・
20
ｍ
（
T
．P
．）を
下
回
る
。

台
風
第
11
号
に
よ
る

浸
水
被
害
の
発
生
状
況

　

台
風
第
11
号
に
よ
り
徳
島
県
南
部
を
流
れ

る
那
賀
川
流
域
で
は
中
上
流
域
で
5
0
0

～
1
0
0
0
㎜
の
雨
と
な
り
、基
準
地
点
で

河
口
か
ら
7
㎞
に
位
置
す
る
古
庄
で
は
観
測

開
始
以
降
で
最
高
の
8
・
00
ｍ
を
記
録
し
た

ほ
か
、河
川
氾
濫
と
内
水
被
害
が
頻
発
し
た
。

図
2
は
阿
南
市
加
茂
谷
地
区
の
浸
水
状
況

で
、市
立
加
茂
谷
中
学
校
で
の
浸
水
は
地
面

か
ら
4
・
6
m（
T
．P
．29
・
2
ｍ
）と
2

階
の
教
室
に
達
す
る
浸
水
と
な
っ
た
。こ
の

中
学
校
は
国
土
交
通
省
が
公
表
し
て
い
る
浸

水
想
定
区
域
図
で
は
最
大
浸
水
深
が
5
ｍ
以

上
の
エ
リ
ア
に
位
置
し
て
お
り
、想
定
外
の

被
害
と
は
言
え
な
い
。
一
方
、
平
成
16
年
台

風
第
2（
号
で
は
浸
水
し
な
か
っ
た
山
沿
い
で

も
最
大
で
1
・
8
ｍ
の
浸
水
被
害（
浸
水
位

と
し
て
は
28
・
7
～
28
・
9
ｍ
に
相
当
）が

発
生
し
て
い
る
。約
0
・
5
㎞
下
流
に
設
置

さ
れ
て
い
る
加
茂
谷
水
位
局
で
の
最
高
水
位

は
8
月
10
日
10
時
に
T
．P
．
26
・
48
ｍ
を

記
録
し
て
お
り
、浸
水
位
は
こ
れ
よ
り
2
m

程
度
高
い
。加
茂
谷
地

区
で
は
堤
防
整
備
な
ど

の
河
川
整
備
計
画
が
進

行
中
で
あ
る
が
、本
川

の
無
堤
部
分
か
ら
の
浸

水
と
支
流
の
加
茂
谷
川

か
ら
の
氾
濫
が
加
わ
っ

た
こ
と
が
浸
水
原
因
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

　
図
3
は
那
賀
町
和
食

地
区
の
浸
水
状
況
で
あ

る
。一
部
で
浸
水
深
は

3
m
を
超
え
、避
難
の

遅
れ
た
住
民
は
8
月
10

日
の
早
朝
に
2
階
か
ら

船
で
救
出
さ
れ
る
事
態
も
発
生
し
た
。浸
水

エ
リ
ア
に
近
接
し
た
和
食
水
位
局
の
記
録
に

よ
る
と
10
日
10
時
に
54
・
0
m
の
最
高
水
位

を
記
録
し
て
い
る
が
、筆
者
の
調
査
で
も
こ

れ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
54
・
1
～
54
・
2
m
の

痕
跡
水
位
が
集
落
内
の
多
数
の
地
点
で
確
認

さ
れ
た
。浸
水
は
本
川
水
位
の
上
昇
で
支
流

の
南
川
か
ら
排
水
で
き
な
く
な
り
、溢
水
し

た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

　

徳
島
で
は
2
0
0
4
年
の
台
風
第
2（
号
以

来
の
10
年
ぶ
り
の
豪
雨
災
害
と
な
っ
た
。特

に
台
風
第
11
号
で
は
深
夜
か
ら
早
朝
に
大
雨

が
降
り
、避
難
準
備
が
困
難
な
状
況
で
あ
っ

た
が
、避
難
時
の
遭
難
な
ど
の
犠
牲
が
皆
無

で
あ
っ
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。自
治
体

に
よ
る
防
災
情
報
の
提
供
の
方
法
や
住
民
の

避
難
対
応
行
動
な
ど
、詳
細
な
検
証
を
行
う

こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
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図3　那賀町和食地区での浸水状況

図2　阿南市加茂谷地区での浸水状況
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